２０１４年度　子ども・専門講座９　
　
期　　日：２０１５年 ２月２８日（土）～ ３月 １日（日）
受講対象：医療、看護、保育、教育、治療、相談、指導、福祉などに携わる専門家および学生他
定　　員：８０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受 講 料：１２,０００円（税込み）　　※昼食は各自でお取り願います　
会　　場：明治安田こころの健康財団　８階講義室   ＴＥＬ：０３-３９８６-７０２１
東京都豊島区高田３－１９－１０
ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分
主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団

　
	日程
	時　 間
	テーマ　および　講師（敬称略）

	２
月
２８
日
（土）
	 9:30～10:45
	子どもの間主観性、分離個体化、愛着、コミュニケーション的音楽性
渡辺　久子（LIFE DEVELOPMENT CENTER渡辺醫院　副院長 児童精神科医）

	
	11:00～12:15
	性被害を受けた子らの魂の叫び
酒井　道子（慶應義塾大学病院小児科　臨床心理士）

	
	13:15～14:30
	子どもに優しい社会とは—フィンランドの『ネウボラ』切れ目ない子育て支援から考える
髙橋　睦子（吉備国際大学大学院社会福祉学研究科長・教授）

	
	14:45～16:00
	DVと紛争家庭で生きる子どものリスクとレジリエンスへの司法からの理解
長谷川　京子（みのり法律事務所　弁護士）

	
	16:00～16:30
	質　疑　応　答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	３
月
１
日
（日）
	 9:30～10:00
	トラウマ・被災・理不尽な運命を生きる子らのレジリエンス
渡辺　久子（　前　　　掲　）

	
	10:15～11:30
	被災者に寄り添う—岩手における支援活動より
鈴木　廣子（すずきひろこ臨床心理研究室　室長　児童精神科医）

	
	11:45～13:00
	乳児観察の育む関係性の視点と内省力
平井　正三（ＮＰO法人　子どもの心理療法支援会　理事長）

	
	14:00～15:15
	福島の子どもたちの伝える全国の子どもたちの発達危機 
菊池　信太郎（菊池記念子ども保健医学研究所、菊池医院院長）

	
	15:30～17:00
	パネルディスカッション：子どものトラウマ・愛着・レジリエンス：

震災・性被害・ＤＶなど逆境を生きる子どもにかかわる中から考える　
パネリスト：出講講師（予定）／司　   会 ：渡辺　久子


【プログラム】
子どものトラウマ・愛着・レジリエンス：


震災・性被害・ＤＶなど逆境を生きる子どもにかかわる中から考える
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「子どもは大人の親」といわれ、幼児期の幸せな思い出はその人を生涯支えます。東日本大震災からの復興半ばの今、新たな災害、子どもの貧困、虐待などが子どもを苦しめています。


子どもは「間主観性」のアンテナを持ち、周囲とのやりとりの感覚の記憶が自己感を形成します。乳幼児期から虐待、DVなどにさらされると「発達的トラウマ障害」が生じ、それは今保育、教育現場で「発達障害」と混同され混乱を生じています。その一方可愛がられて育つ子の自己肯定感は、困難を生き抜く力（レジリエンス）を生み出します。


講座一日目は、渡辺久子が関係性の世界の基礎理論（間主観性、分離固体化過程、愛着理論）とレジリエンス、酒井道子が性被害を受けた子どものこころとかかわり、髙橋睦子が子どもの視点にたつ家族支援政策、長谷川京子が子どもの権利を守るために現行の司法が改善すべき点につき講義します。


二日目は鈴木廣子が岩手の被災者にかかわる中でとらえたトラウマとケア、平井正三が「乳幼児観察」と内省力、菊池信太郎が、低線量放射線地域の「郡山震災後子どもケアプロジェクト」の活動からとらえた全国の子どもの発達危機について報告します。最後にパネリストと参加者でテーマを掘り下げます。


広く子どもにかかわる教師、保育士、保健師、児童臨床心理士、小児科・精神科スタッフ、児童福祉施設、家庭裁判所、児童相談所、警察の職員など、幅広い方々の実践力のステップアップにつながる講座としてお勧めします。　　　　　　　　　　　　　　　  【渡辺　久子】











　※講義テーマ、時間配分等変更になる場合がございます。予めご了承願います。








